平成　　　年　　月　　日

心の健康初期評価シート
対象者氏名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（相談員：　　　　　　　　　　　　　　）
①　相談時の様子
	ご本人の訴え


	あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　なし

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	会話や表情
	問題あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）問題なし

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


②　基本症状
　――　体調についてお聞きします　――　（　）は本人の言葉を記載
	次のようなことが2週間以上続いていますか
	眠れない　　　　：あり（　　　　　　　　　  　　　　　　　）　なし
食欲がない　　　：あり（　　　　　　　　　　  　　　　　　）　なし
気持ちの落ち込み：あり（　　　　　　　　　　　  　　　　　）　なし
なにも楽しめない：あり（　　　　　　　　　　　　  　　　　）　なし

	
	　　□　ここまで該当なし⇒終了：Ｃの対応（啓発資料の配布）
　　□　一つでも該当または会話や表情に明らかな問題がある⇒③に進む
　　　※質問継続が難しい⇒終了：Ｂの対応（相談機関の案内）


③　追加症状
　――　もう少し質問していいですか？　――
	次のようなことが2週間以上続いていますか
	自分を責める　　：あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　なし
集中できない　　：あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　なし
活動性が鈍るまたは落ち着かない：あり（　　　　　　　　　　）　なし
気力がない　　　：あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　なし
死にたくなる　　：あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　なし

	
	　　　　　　　　　　　ありの数（基本的症状と併せて）計　　　　　項目

	評価・対応
	　　□　Ａ：症状5項目以上・・紹介（紹介先：　　　　　　　　　　　）※
　　□　Ｂ：症状3項目以上・・心の相談機関を案内

　　□　Ｃ：症状2項目以下・・啓発資料配布など


※精神科などに受診している場合は、受診先での相談を促す
④　切迫度
　評価Ａ，Ｂの場合　⇒　以下も確認する　（研修を受けた方のみ）
	「死にたくなる」程度を評価
	　　□　軽度　：考えているが具体性はない　　　　　　⇒切迫性はない
　　□　中等度：具体的に考えているが準備はしていない⇒Ａの対応を！
　　□　重度　：具体的に考え準備も始めている　　　　⇒その場で助けを！

	特記事項
	依存行動　　：あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　なし


評価シートの使用手引き
ご本人の訴え：以下を参考にして、なるべく相談者の言葉をそのまま記載

・思考：集中できない、頭が回らない、暗いことばかり考えてしまう

・感情：気持ちが沈む、浮き沈みが激しい、イライラする

・意欲：おっくう、疲れやすい、何もしたくない

・身体：眠れない、食欲がない

会話や表情：以下を参考にして記載。相談員が感じたままの言葉で構わない。
・思考：言葉が滞り勝ち、話がまとまらない、何事も悲観的

・感情：気持ちが不安定、怒りっぽい

・意欲：投げやり、疲れた様子が著しい、やつれている　など

（症状のために日常生活や相談そのものが妨げられている場合は重症と考える）

	症状の聞き方　　（「あり」のあとの（　）には本人の言葉を書きます）
・睡眠障害　　　　「最近眠れていますか？」

・食欲低下　　　　「食欲はありますか？　やせてきていたりしませんか？」

・気持ちの落ち込み「気持ちが落ち込んだり、希望が持てないように感じたりしますか？」

・なにも楽しめない「気晴らしはできていますか？　

　　　　　　　　（できないという場合）何をやっても楽しくない感じですか？」

・自分を責める　　「自分を責めてばかりという気持ちですか？」

・集中できない　　「集中力がなくなった感じはありますか？」

・活動性が鈍るまたは落ち着かない

　　「頭も体も動かないという感じですか、あるいはなにか落ち着かないという感じですか？」

・気力がない　　　「疲れやすくなりましたか？」

・死にたくなる　　「生きていくのもいやになるほどですか？」
　　　　　　　　　「・・・具体的に行動したことがありますか？」


特記事項：生活状況から大きなストレスがあれば特記事項に記入します
・金銭　　　　：借金、医療・介護や教育などの出費、離職などによる収入の減少

・対人関係　　：職場や家庭・地域での対人関係葛藤、暴力

・労働等の負担：過重労働、介護負担

・喪失体験　　：身近な人の死亡（特に自殺）、離婚、離職

・健康　　　　：持病など

・孤立　　　　：サポートがない、相談相手もいない
・依存行動　　：飲酒・喫煙・ギャンブルなどで生活に支障をきたしている場合
・その他：犯罪等被害、慢性疾患など






